
地域連携教育プログラム「キャリア開発セミナー」について 

 
呉工業高等専門学校  正会員 ○山岡 俊一 

独立行政法人国立高等専門学校機構  正会員  市坪 誠  
呉工業高等専門学校  非会員  佐賀野 健 

 
１．はじめに  

 呉高専では平成 17 年度後期より，地域連携と学生

の人間力教育とを融合させた地域連携教育プログラ

ムである「キャリア開発セミナー」を実施している１）．

この授業は，本校学生の資質と人間力向上を目指す

「キャリア教育型授業」であるとともに，地域ニー

ズを踏まえた地域課題の解決を目指す「プロジェク

ト型授業」である．本稿では，キャリア開発セミナ

ーの教育方法と教育効果について報告するとともに，

土木工学におけるエンジニアリングデザイン教育

（以下，ED 教育と略す）における本セミナーの位置

付けについて検討する． 

２．キャリア開発セミナーの概要 

２-１ 授業目的 

 人間力教育を受けた学生がティーチングアシスタ

ント（以下，ＴＡと略す）を地域活動として実践す

ることで，より高度な人間力（表－１）と地域貢献

力を獲得することを目的としている．そして，地域

社会を創造する高い人間力を備えた人材を継続的に

輩出することを目指している． 

２-２ 実施体制 

授業対象は，学科を問わず本科 4，5年生と専攻科

1，2 年生である．授業の中で実践活動（阿賀中学校

における補習授業 TA，クラブ活動 TA）とワークショ

ップ（以下，WS と略す）を支援するために，外部講

師 3 名（地元自治会会長，民間企業のファシリティ

マネジメントディレクター，民間企業における社員

教育の専門家）を客員教授として招聘し，人間力の

向上，地域力の向上，地域連携手法，論理的思考法

等について教授している．なお，土木工学（2 名），

体育学・環境学習（1名）を専門とする 3名の常勤教

員も本セミナーを担当している． 

２-３ セミナーの教育方法 

 セミナーの考え方は，図－１に示すように「人間

力の向上」のために理論と実践のサイクルを何度も

回すことであり，①自分を知り，②学び，③試し，

④振り返ることにある．また，実践活動で重要なこ

とは，企画段階で目的や要求条件を明確化すること

であり，TA という要求条件を論理的に構築するため

に，図－２に示すプロブレム・シーキング手法２）の

「５つのステップ」を活用した． 

セミナーの流れは，図－３に示すように 15 週が

PDCA サイクルに従っている．また，図－３に示すよ

うに第 3週から第 7週の「DO」と第 9週から第 12 週

表１ 呉高専で定義した人間力 

リーダーシップ力（指導力） 問題解決力

コミュニケーション能力 責任感

協調性 知的探究心

向上心 持続力

積極性 論理性

創造力 自分の考えを相手に伝達する能力

工夫する力（応用力） 人の話を聞く能力

公共心 思いやり

プレゼンテーション能力
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図－１ セミナーの考え方 

図－２ ５つのステップ（プロブレム・シーキング）
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の「ACTION」は“実践と反省”となっ

ている．これは，TA を実施する前に，

TA を行う学生がその日のゴール（目

標）を設定し，そのゴールを達成する

ための教え方等を計画し TA 報告書に

記入する．そして計画どおり TA を実

施し，TA 終了後に成功したことと問

題点を TA 報告書に記入することで振

り返り，次回の実践に生かす．このよ

うに，1 回の実践が PDCA サイクルに

従っており，セミナー全体の PDCA サイクルとの 2段

構成になっている． 

３．セミナーの効果 

３-１ 人間力評価 

 人間力の把握は，学生自身が自らをアンケート調

査により評価するもので，5段階評価のうち数値が高

くなるほど能力が高いことを示している．「３：どち

らでもない」を基準にすると，３より低い値はマイ

ナス評価であり，高い値はプラス評価となる．なお

本稿は紙面の都合上，平成 17 年度前期，平成 18 年

度前期・後期の全てに参加した対象者（7名）による

事前（平成 17 年度後期セミナー受講前）と事後（平

成 18 年度後期セミナー受講後）のデータにより，人

間力評価の変遷を報告する．結果を図－４に示す．

図より，評価が上昇している項目は，「積極性」と「プ

レゼンテーション能力」である．逆に，評価が下が

っている項目は「協調性」，「向上心」，「思いやり」

である．自己評価のため考察が難しい面もあるが，

評価が上昇した項目は自信を持ってその能力が向上

したと言える項目であり，下がった項目はその能力

が思ったほど無かったことを気づかされたのではな

いかと推察できる． 

３-２ 地域に対する気づき 

 セミナーの課題レポートの中で，「TA を通して感じ

た地域との関わり」について論じさせている．その

中に「呉高専という名前を背負っている」，「阿賀に

ついてもっと知りたいと思った」，「セミナーを通じ

て阿賀地域の発展・向上に一役かえたらいいと思う」，

「学校がある阿賀地域に貢献できることはいいこと

だ」という感想が多く見受けられた．これらの感想

から，地域に対する愛着心や関心度の向上，地域貢

献に対する積極性の向上，地域に対する責任感の芽

生えが確認できたといえる 

４．土木 ED 教育における本セミナーの位置付け 

 以上のように，本セミナーが学生の人間力育成と

地域に対する気づきに有効であると判断できた． 

 近年，土木工学におけるED教育について積極的に

議論されている．ED教育の「必ずしも解が一つでな

い課題に対して種々の学問・技術を統合し，実現可

能な解を見つけ出していくこと」という概念に対し，

本セミナーは合致している点が多い．学生がWSにお

いて様々な制約条件下で解を見つけて実行（実現）

している点，PDCAサイクルやプロブレム・シーキン

グ手法等様々な分野の手法を援用している点が挙げ

られる．また，課題テーマが地域ニーズに配慮した

地域力の向上に寄与するものであり，土木工学教育

のテーマとしてもふさわしいと考えられる． 

今後，本セミナーのような様々な教育プログラム

が土木工学における ED教育像を広め，ED 教育の推

進に寄与することが望まれる． 
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図－４ セミナー前後における人間力評価 

評価平均値 

図－３ セミナーの流れ（PDCA サイクル） 

第１週： 目指していることの説明、宿題
第２週： 第１回ワークショップ ①自らを知り、②学び、自ら計画し考える
第３週： 実践と反省（ティーチングアシスト） ③試す
第４週： 実践と反省
第５週： 実践と反省
第６週： 実践と反省
第７週： 実践と反省
第８週： 第２回ワークショップ ④ 振り返り、次のステップを計画
第９週： 実践と反省 ⑤試す
第１０週：実践と反省
第１１週：実践と反省
第１２週：実践と反省
第１３週：第３回ワークショップ ⑥学生自らによるまとめ
第１４週：公開発表準備 ⑦まとめ
第１５週：公開発表
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